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三上参次博士と校閲の筆跡



口

絵

三
上
参
次
博
士
と
校
閲
の
筆
跡

上

三
上
参
次
博
士

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
部
長
の
頃
（
大
正
一
〇
年
頃
）（『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
下
冊
よ
り
）

下

三
上
博
士
の
校
閲
の
筆
跡
（「
宗
竺
居
士
行
状
」
原
稿
）

三
上
博
士
は
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
し
て
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
お
け
る
我
が
国
歴
史
学
界
の
泰
斗
で
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
の
史
料

編
纂
所
の
創
設
、
大
日
本
史
料
、
大
日
本
古
文
書
の
刊
行
を
始
め
ら
れ
た
。
ま
た
明
治
天
皇
御
紀
二
百
六
十
巻
の
編
纂
を
主
催
し
、
こ
れ
を

完
結
さ
れ
た
。
更
に
公
刊
明
治
天
皇
紀
の
編
纂
委
員
長
を
さ
れ
る
な
ど
の
功
労
者
で
あ
る
。

男
爵
三
井
高
棟
同
族
会
議
長
の
要
請
に
応
じ
、
三
上
博
士
は
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
よ
り
、
三
井
家
家
史
の
編
纂
事
業
に
協
力
し
、

顧
問
と
し
て
資
料
の
蒐
集
、
三
井
文
庫
の
整
備
・
充
実
に
努
め
、「
稿
本
三
井
家
史
料
」
の
刊
行
及
び
三
井
事
業
史
の
稿
本
の
作
成
に
生
涯

を
か
け
て
指
導
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

な
お
詳
細
は
本
号
「
三
上
参
次
博
士
と
三
井
文
庫
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
中
田
易
直
）
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